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●SZコース
鎌田  朋乃加（岩大附属中出身）
SZコース●●SZコース
鎌田  朋乃加（岩大附属中出身）
東京学芸大学教育学部合格東京学芸大学教育学部合格

●Zコース
工藤  ひかる（西根中出身） ●●●
●Zコース
工藤  ひかる（西根中出身）
●Zコース
工藤  ひかる（西根中出身）
東京都立大学
健康福祉学部合格

●●●（西根中出身）（西根中出身）（西根中出身）
東京都立大学
健康福祉学部合格

●Zコース
石母田  鈴（胆沢中出身）
津田塾大学学芸学部合格

工藤  ひかる工藤  ひかる工藤  ひかる●Zコース●Zコース
石母田  鈴（胆沢中出身）
津田塾大学学芸学部合格津田塾大学学芸学部合格津田塾大学学芸学部合格

●SZコース
大原  雄（下小路中出身）
●SZコース
大原  雄（下小路中出身）
●SZコース
大原  雄（下小路中出身）
同志社大学政策学部合格同志社大学政策学部合格同志社大学政策学部合格同志社大学政策学部合格

●Aコース
佐々木 昂大（北陵中出身）
●Aコース
佐々木 昂大（北陵中出身）
●Aコース
佐々木 昂大（北陵中出身）
岩手県立大学
ソフトウェア情報学部合格

佐々木 昂大佐々木 昂大佐々木 昂大（北陵中出身）（北陵中出身）（北陵中出身）
岩手県立大学
ソフトウェア情報学部合格
岩手県立大学
ソフトウェア情報学部合格

中学生の皆さん、私は東京
にある国立大学で大学生が

国際的な視野を身につけるための
支援をしています。実際、若いうちに海外との交流
やグローバルな社会問題を理解することで国際的な
視野を身につけることは、皆さんの将来に大きな影
響をもたらします。私は、これまで長いこと全国の
中学や高校に訪問して国際理解教育の支援をしてき
ました。その中で「岩手県盛岡市には本気で国際交
流をしている学校がある」ことを知り、自分の目で
確かめるためにCHUO国際教育フォーラムに参加し
ました。その結果、「この学校で学ぶ生徒は将来、日
本を支える国際人材に育つはずだ」と確信し、それ
以来 5 年間、毎年盛岡に年10回程度通いつめて、盛
岡中央高校及び附属中学校で特別授業を行っていま
す。今では盛岡が第二の故郷と私は感じています。
　盛岡人の印象は「控えめでおとなしいが、芯が強
い人物が多い」というものでした。それが盛岡中央

盛岡中央 附属中学校高等学校

〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ 4-26-8 TEL.019-641-0505 FAX.019-641-5534

E-mail: info@chuo-jhs.jp

盛岡中央高等学校
〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ 4-26-1 TEL.019-641-0458 FAX.019-641-5533

E-mail:nyushi@chuo-hs.jp

盛岡中央高校附属中学校 検　索

http://www.chuo-jhs.jp
CHUOの最新情報はホームページから

盛岡中央高校 検　索

http://www.chuo-hs.jp
CHUOの最新情報はホームページから
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令和２年度大学入試合格速報（令和２年12月22日現在）

鎌田  朋乃加鎌田  朋乃加鎌田  朋乃加（岩大附属中出身）（岩大附属中出身）（岩大附属中出身）
東京学芸大学教育学部合格東京学芸大学教育学部合格東京学芸大学教育学部合格
鎌田  朋乃加鎌田  朋乃加鎌田  朋乃加
東京学芸大学教育学部合格東京学芸大学教育学部合格東京学芸大学教育学部合格

東京都立大学東京都立大学東京都立大学
健康福祉学部合格健康福祉学部合格健康福祉学部合格
東京都立大学東京都立大学東京都立大学石母田  鈴石母田  鈴石母田  鈴（胆沢中出身）（胆沢中出身）（胆沢中出身） 東京都立大学東京都立大学東京都立大学
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新たな社会をリードするCHUO生たち！
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新春号

新たな社会をリードするCHUO生たち！

国公立大学17名　　私立大学48名国公立大学17名　　私立大学48名国公立大学17名　　私立大学48名
東京学芸大学（１名）・東京都立大学（１名）
富山大学（１名）・岩手大学（8名）
岩手県立大学（6名） 

東京学芸大学（１名）・東京都立大学（１名）
富山大学（１名）・岩手大学（8名）
岩手県立大学（6名） 

慶応義塾大学（１名）・同志社大学（１名）
津田塾大学（１名）・駒澤大学（１名）
神田外語大学（2名）・東京農業大学（2名）ほか

慶応義塾大学（１名）・同志社大学（１名）
津田塾大学（１名）・駒澤大学（１名）
神田外語大学（2名）・東京農業大学（2名）ほか

Society 5.0に向かって確かな一歩！ 202120212021
新春

新たな社会をリードす新たな社会をリードす新たな社会をリードするるるCHUCHUCHUOOO生生生たち！たち！たち！たち！たち！たち！
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中学校HP高校HP Facebook

〈小学4・5・6年生、中学生の皆さんへ〉
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TETETE〈小学4・5・6年生、中学生の皆さんへ〉〈小学4・5・6年生、中学生の皆さんへ〉

with コロナ時代を、よりたくましく！

CCCHHHUOUOUOUOUOUOUOUOUOUOUOUO
with コロナ時代を、よりたくましく！with コロナ時代を、よりたくましく！
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十代から国際感覚が身につく学び舎
東京海洋大学グローバル教育研究推進機構 教授
CHUO Academic Lecture 講師（5年目） 小松  俊明 先生

高校・附属中学校で生徒たちと接するようになって
から、私の盛岡人への印象は変わってきています。
なぜなら、私が接する生徒たちは全国の中学生や高
校生と比べても多くの国際交流を経験しているせい
か自信に満ちており、自分の意見もしっかりと言え
ます。それは、多様化する社会の価値観や国際人と
しての物の見方を自然と受け入れていることが原因
です。これは学校独自の国際的な学校文化の影響だ
と私は考えています。多感な十代の中高生が毎日を
過ごす環境は人格形成においてとても大切ですから、
盛岡に全国レベルで見ても優れた国際的な学校があ
ることは、岩手県盛岡市やその周辺に住む皆さんに
とってとても運がいいことです。進学成績がいい学
校なら全国どこに行っても多数ありますが、「十代か
ら国際感覚が身につく学び舎」は全国でもその数が
限られています。皆さん、これからも私は盛岡に通
いますので、もしご縁があったら是非盛岡中央高校・
附属中学校でお会いしましょう。

●祝合格！志望大学合格の朗報  令和２年度 大学入試合格速報・続々判明中！
●オーストラリア一年間留学 帰国第一報！／世界遺産出前授業 開催
●中国山西省澤州県第一中学校との交流／Never Stop Learning &こっちに鯉
●Co-Teachingを学力向上・授業改革の切り札に／アラカルト式冬季講習 実施！
●パブリック・ディベートコンテストに参加します／「卒論発表会」 Coming Soon!
●１学年 第 1回キャリア教育講話／Academic Lectureファイナル開催
●「春のトモノカイ」Zoom開催！／「The Japan News」で英語の感性を磨こう！
●小・中学生、保護者の皆さんへ メッセージ
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●オーストラリア一年間留学 帰国第一報！／世界遺産出前授業 開催
●中国山西省澤州県第一中学校との交流／Never Stop Learning &こっちに鯉
●Co-Teachingを学力向上・授業改革の切り札に／アラカルト式冬季講習 実施！
●パブリック・ディベートコンテストに参加します／「卒論発表会」 Coming Soon!
●１学年 第 1回キャリア教育講話／Academic Lectureファイナル開催
●「春のトモノカイ」Zoom開催！／「The Japan News」で英語の感性を磨こう！
●小・中学生、保護者の皆さんへ メッセージ

第21回CHUO国際教育フォーラムの様子
2019年8月31日／盛岡市民文化ホール
（マリオス）にて

アラカルト式冬季講習 実施！アラカルト式冬季講習 実施！アラカルト式冬季講習 実施！アラカルト式冬季講習 実施！アラカルト式冬季講習 実施！
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2019年8月31日／盛岡市民文化ホール
（マリオス）にて

第21回CHUO国際教育フォーラムの様子
2019年8月31日／盛岡市民文化ホール
（マリオス）にて

小･中学生、保護者の皆さんへメッセージ

こ数年、中高一貫教育に注
目が集まっています。その

一因に、中高一貫校の大学進学実
績の躍進が上げられるでしょう。なぜ進学実績が向上
しているのでしょうか?その理由のひとつに教育課程の
編成があります。生徒の進学希望に合わせた６カ年を
見据えた授業計画が立てられるということです。また、
６年を２年毎に分け、中１と中２、中３と高１、高２と
高３をセットにして授業を計画することも可能です。教
科によっては柔軟な計画のもと成果を上げられるという
利点もあります。二つ目は進路指導があります。中学１
年次からキャリア教育の充実が図れます。将来の生き
方、あり方、職業観を指導することにより各自の進路
に必要な大学等、目標を明確にすることができます。
私は、中１の入学時から６年間の進路指導にカルテ方
式を導入しました。従来の担任中心の進路指導に頼る
ことなく、進路指導センターで科学的、客観的に生徒
を指導するようにして成果を上げることができました。

中高一貫6カ年教育のメリット
CHUO特別教育顧問 佐藤  光一 先生

これも中高一貫校の利点と思います。このように、生
徒の進路実現に向けた指導に中高一貫校のメリットが
あります。また、生徒指導においても大きな成果が期
待できます。中学は「しつけ重視」高校は「教科重視」
になる傾向の教員の指導を発達段階に応じて学校全体
で指導できることです。特に中３と高１の接続の難しい
時期を丁寧に指導できます。さらに、中学生時代に部
活動、学校行事等をとおして高校生の実力を近くで体
感ができることは、中高一貫校の最も大きなメリットと
いって良いでしょう。

プロフィール／岩手県大船渡市出身。岩手県立一関第一高校卒
業、東京教育大学体育学部武道学科卒業。教育界に入り、東京都
立駒場高校、小石川高校教諭を経て深川高校教頭、墨田川高校校
長などを歴任。二松学舎大学特任教授、私立埼玉栄中学高等学校
校長などを経て、2021年１月に本校特別教育顧問就任。これまで
の主な役職として、東京都高体連会長、全国高体連副会長、文部科
学省中央教育審議会委員（青少年スポーツ分科会・安全部会）、経
済同友会教育アドバイザー、全日本柔道連盟国際委員（柔道６段）。
東京都板橋区在住。世界の教育事情（ハワイ、欧米など）に明るい。

小

こ

CHUO

入試広報課
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大学合格速報（12月 22日現在）令和２年度 大学合格速報大学合格速報大学合格速報令和２年年度
イノベーティブなグロー  バル人材を目指そう！
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富山大学1名･岩手大学8名
岩手県立大学6名

東京学芸大学 1名
東京都立大学1名

慶應義塾大学

津田塾大学

神田外語大学

明治薬科大学 

１名
１名
2名
１名

48 名名
同志社大学

駒澤大学

東京農業大学

北里大学

１名
１名
2名
１名他

国公立大学 私立大学

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
で

　「
生
き
る
力
」
を
育
む

　
大
学
の
総
合

型
（
旧
Ａ
Ｏ
）・

学
校
推
薦
型
選

抜
は
、
志
望
理

由
書
や
学
び
の

設
計
書
、
面
接
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
小
論
文
や
総
合
思
考
力
問
題
な

ど
、
様
々
な
方
法
で
多
面
的
に
個
人
を

評
価
す
る
入
試
で
す
。
大
学
は
一
般
選
抜

よ
り
も
は
る
か
に
長
い
時
間
と
労
力
を
か

け
て
合
格
者
を
選
抜
し
ま
す
。単
な
る『
一

芸
入
試
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

総
合
型
・
推
薦
型
選
抜
に
合
格
し
た
生

徒
は
、
授
業
を
通
じ
て
知
識
・
技
能
を

養
い
、
本
校
の
国
際
交
流
活
動
や
探
求

活
動
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
・
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
思
考
力
や
表
現
力
、
国
際

性
や
協
働
性
を
培
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

自
分
が
興
味
を
持
っ
た
外
部
講
座
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
、
学
校
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
参
加
す
る
な
ど
、
主
体

性
を
持
っ
て
自
分
な
り
の
進
路
目
標
を

見
つ
け
て
い
ま
す
。
３
年
間
の
学
校
生
活

で
実
社
会
で
も
通
用
す
る
「
生
き
る
力

を
育
む
」そ
れ
が
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
の
強
み
で
す
。

（
進
路
指
導
課
長
／
佐
々
木
恵
先
生
）

　
私
は
こ
の
度
、

東
京
学
芸
大
学
に

学
校
推
薦
型
選
抜

で
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

私
の
合
格
へ
の
道

筋
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
友
達
、
先
生
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
が
教
員
養
成
系
の
大
学
に
進
学
を
考
え
始

め
た
の
は
、
小
学
校
高
学
年
の
時
で
し
た
。
小

学
校
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
中

学
校
で
は
教
育
系
の
大
学
を
調
べ
、
高
校
入
学

時
に
は
東
京
学
芸
大
学
を
第
一
志
望
に
据
え
ま

し
た
。
中
央
高
校
に
在
学
中
は
国
際
交
流
に
注

力
し
、
三
年
間
の
う
ち
に
三
か
国
へ
行
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
一
年
次
の
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
姉
妹
校
派
遣
で
訪
れ
た
現
地
の
日
本
語

学
校
で
の
指
導
に
感
銘
を
受
け
、
日
本
語
教
育

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
帰
国
し
て
調
べ
て
み
る
と
東
京
学
芸
大
学
に

は
日
本
語
教
育
が
学
べ
る
特
徴
的
な
コ
ー
ス
が

あ
る
と
知
り
、
こ
の
と
き
私
は
東
京
学
芸
大
学

へ
の
志
望
を
漠
然
と
し
た
憧
れ
か
ら
現
実
の
目

標
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
推
薦
入
試
対
策
を
始
め
た
の
は
三
年

生
の
10
月
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
東
京
学
芸

大
学
の
推
薦
入
試
は
、
小
論
文
・
面
接
と
も
に

学
校
教
育
関
連
の
こ
と
が
出
題
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
推
薦
入
試
対

策
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
小
論
文
は
２
日

か
ら
３
日
に
１
つ
書
い
て
添
削
指
導
を
受
け
、

面
接
練
習
は
１
週
間
に
１
回
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
が
、
入
試
が
近
く
な
る
と
毎
日
の
よ
う
に

練
習
、
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初

は
全
く
知
識
が
足
り
ず
、
書
け
な
い
、
答
え
ら

れ
な
い
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
担
当
の
先
生
に
尋
ね
、

自
分
で
も
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

情
報
を
得
た
り
、
教
員
採
用
試
験
対
策
の
本
を

読
み
続
け
る
こ
と
で
徐
々
に
書
い
た
り
、
答
え

ら
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
入
試
開
始
直
前
ま
で
不
安
が
尽
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。入
試
が
終
わ
っ

た
後
も
、
合
格
発
表
の
そ
の
時
ま
で
「
あ
れ
は

こ
う
答
え
た
方
が
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
思
い
が
付
き
纏
い
、
後
悔
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　
結
果
は
合
格
で
し
た
。
な
ぜ
合
格
で
き
た
の

か
は
自
分
で
も
い
ま
だ
に
明
白
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
自
分
の
合
格
へ
の

道
筋
が
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
少
し
で
も
得

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
な
ら
、
挑
戦
し
て

み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
が
将
来
に
向
け

て
の
基
礎
固
め
に
な
り
目
標
へ
の
近
道
や
明
白

な
道
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
度
、
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、
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京
学
芸
大
学
に

学
校
推
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合
格
す
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と
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で
き
ま
し
た
。

私
の
合
格
へ
の
道

吉野　路悠  大宮中学校出身
SZコース

岩手大学 農学部
水産学科

石母田　鈴  胆沢中学校出身
Zコース

津田塾大学 学芸学部
英語英文学科

佐々木　昂大  北陵中学校出身
Aコース

岩手県立大学 ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学科

小野寺　夏帆  城西中学校出身
Zコース

順天堂大学 保健医療学部
診療放射線学科

髙峯　知哉  厨川中学校出身
Zコース

岩手大学 理工学部
化学・生命理工学科化学コース

浦上　青花  北陵中学校出身
Zコース

駒澤大学 法学部
法律学科 フレックスA

晴山　海璃  岩大附属中学校出身
SZコース

国家公務員Ⅲ種・防衛省内定

小坂　陽美  滝沢第二中学校出身
Zコース

明治薬科大学 薬学部
生命創薬学科

相田　優衣  雫石中学校出身
SZコース

富山大学 芸術文化学部
芸術文化学科

菅原　花梨  東水沢中学校出身
Zコース

慶応義塾大学 商学部
商学科

工藤　ひかる  西根中学校出身
Zコース

東京都立大学 健康福祉学部
作業療法学科

大原　雄  下小路中学校出身
SZコース

同志社大学 政策学部

イノベーティブなグロー  バル人材を目指そうイノベーティブなグロー  バル人材を目指そうイノベーティブなグロー  バル人材を目指そうイノベーティブなグロー  バル人材を目指そう

富山大学 芸術文化学部 慶応義塾大学 商学部慶応義塾大学 商学部慶応義塾大学 商学部
商学科

～合格の花を咲かせた先輩からのメッセージ～

SZコース

富山大学 芸術文化学部
芸術文化学科
富山大学 芸術文化学部
芸術文化学科

～合格の花を咲かせた先輩からのメッセージ～Message

菅原　花梨  
Zコース

商学科

同志社大学 政策学部同志社大学 政策学部同志社大学 政策学部

慶応義塾大学 商学部
商学科

吉野　路悠  
SZコース

岩手大学 農学部
水産学科

Zコース

岩手大学 理工学部
化学・生命理工学科化学コース

石母田　鈴  胆沢中学校出身胆沢中学校出身胆沢中学校出身

津田塾大学 学芸学部津田塾大学 学芸学部津田塾大学 学芸学部
英語英文学科

石母田　鈴  
Zコース

津田塾大学 学芸学部
英語英文学科

Zコース

駒澤大学 法学部駒澤大学 法学部駒澤大学 法学部
法律学科 フレックスA法律学科 フレックスA法律学科 フレックスA

岩手県立大学 ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学科

１年生の定期考査から３年間、自分を追い込み
勉学に励みました。多くの先生からご指導を頂
き、本当にありがとうございました。

社会をより良くしていくためにどうすればよい
か、今起きている社会問題を分析しながら、大学
でしっかり学んできます。

学校のサポートがとても手厚く、先生方のアドバ
イスを有効に使うことができたので、合格するこ
とができました。

合格だけではなく、面接で示した成し遂げたい
目標を達成するため、また卒業生として恥じるこ
とがないように今後も頑張ります。

吉野　路悠  大宮中学校出身

岩手大学 農学部

東京都立大学 健康福祉学部

大原　雄  
SZコース

同志社大学 政策学部

社会をより良くしていくためにどうすればよい
か、今起きている社会問題を分析しながら、大学
でしっかり学んできます。

学校のサポートがとても手厚く、先生方のアドバ

多くの先生方に面接練習をしていただき、色々な
パターンの質問内容に答える経験を多く積めた
ことが合格に繋がったと思います。

相田　優衣  
SZコース

Zコース

東京都立大学 健康福祉学部
作業療法学科

SZコース

富山大学 芸術文化学部
芸術文化学科

essa

入試で必須の面接は苦手だったので、面接練習
の様子を録画・録音して自身を客観視し、練習し
て上達することができました。

自分が好きでやりたいことを突き詰め、一生懸命
頑張ったと胸を張って言えるものを作れたことが
私にとって一番の受験勉強でした。
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叶
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祝
合
格
！
志
望
大
学
合
格
の
夢
を
叶
え
た
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
生
！

順天堂大学 保健医療学部

自己推薦書も面接も小論文も、先生方に親身に
なっていただき、何度も練習と添削をしていただ
けたことで合格できました。

佐々木　昂大  
Aコース

岩手県立大学 ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学科

SZコース

国家公務員Ⅲ種・防衛省内定

小野寺　夏帆  
Zコース

順天堂大学 保健医療学部
診療放射線学科

明治薬科大学 薬学部
生命創薬学科

勉強だけでなく、部活動やボランティア活動、国
際交流など様々なことに挑戦し、自分だけの強み
をもつことで合格できたと感じました。

先生方と何度も面接練習をすることで、本番当
日はほぼ完璧といえる受け答えができ、受験し
たすべてに合格することができました。

生活にメリハリをつけて無理を続けなかったこ
とと、先生にたくさん頼って解説してもらったこ
とが合格できた秘訣です。

盛岡中央高校／合格速報

志望理由書の添削、受験科目への取り組み方な
ど、先生方の多くのサポートがあって合格できま
した。ありがとうございました。

第
23
回
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生
俳
句
大
賞
に
本
校
Ｚ
コ
ー
ス
２
年
の
生
徒
、
津
志
田
萌
さ
ん
の
作
品
〈
車
窓
よ
り
臨
む
朝
霧
五
能
線
〉
が
見
事
入
選
し
ま
し
た
。
全
１
３
、
８
３
９
通
の
中
か
ら
入
選
は
65
句
の
み
の
快
挙
で
す
。

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

第
23
回
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生
俳
句
大
賞
投
句
作
品
〈
兄
弟
の
や
う
に
手
繋
ぐ
オ
リ
オ
ン
座
〉
津
志
田
萌
（
２
年
Ｚ
コ
ー
ス
・
西
根
第一中
学
校
出
身
）

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

23



▲最高の体験と1年留学の修了証を頂いて、
留学は終了しました

▲オーストラリアの学生たちと日本からの留学生で
楽しく野外活動で交流しました

▲スクリーンを使って説明する達増氏

長
沼
翔
也

進
学
留
学
R
コ
ー
ス

“ｈ
ave

a
go"

の
精
神
で
挑
戦
し
続
け
た
い

▲生徒からも積極的に質問が
出されました

▲龍澤正美理事長（右）、千葉研二校長（左）と
▲インドネシア SMA Dwiwarna高校
からのメッセージ動画を見てみよう！

▲イギリス姉妹校 Impington Village Collegeから
届いたロンドンの二階建てバスと「コイ」の写真

澤州県第一中学校（生徒数2,500名）より送られたビデオレター。  現在、CHUOの「返礼用ビデオレター」を鋭意制作中です。

　2019年の第21回CHUO国際教育フォーラムは、中央高校・附属中学校全校生
徒のほか、海外15の国と地域から約74名が参加しました。CHUOが推進してきた
グローバル･リーダー育成プログラムのビッグイベントとして、1999年から毎年10
カ国以上の高校生や中学生が一堂に集います。CHUOはイノベーティブな人材の
育成を目指しています。あなたもCHUO生の一人として参加してみませんか。

第21回CHUO国際教育フォーラム・フィナーレの様子
（盛岡駅前マリオス大ホール 2019.8.31）

第22回CHUO国際教育フォーラム、8月27日（金）に開催！

第
23
回
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生
俳
句
大
賞
投
句
作
品
〈
ぎ
ん
ど
ろ
や
木
の
葉
の
隙
に
金
糸
張
り
〉
河
村
向
日
葵
（
２
年
Ｚ
コ
ー
ス
・
見
前
中
学
校
出
身
）

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

盛
岡
市
や
岩
手
県
は
中
国
山
西
省
と
30
年
以
上
に

わ
た
り
国
際
親
善
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
令
和

元
年
８
月
31
日
、
山
西
省
人
民
政
府
の
紹
介
で
晋
城

市
澤
州
県
の
訪
問
団
６
名
が
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
を

表
敬
訪
問
。
一
行
は
同
日
行
わ
れ
た
第
21
回
Ｃ
Ｈ
Ｕ

Ｏ
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。
常
春

燕
澤
州
県
第
一
中
学
校
長
は
大
い
に
感
動
し
て
、
盛

岡
中
央
高
校
と
の
教
育
交
流
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
高
喜
全
訪
問
団
団
長
、
千
葉
研
二
盛
岡
中

央
高
校
校
長
の
立
ち
合
う
中
、
常
春
燕
校
長
と
龍
澤

正
美
龍
澤
学
館
理
事
長
が「
友
好
学
校
協
力
意
向
書
」

に
調
印
し
、
双
方
協
力
し
教
育
交
流
を
推
進
す
る
こ

と
を
約
束
。
調
印
後
、
常
春
燕
校
長
は
「
二
校
の
交

流
を
両
校
の
生
徒
の
大
い
な
る
成
長
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
を
切
望
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
り
相
互
交
流
が

延
期
さ
れ
る
中
、
９
月
28
日
に
同
校
か
ら
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
が
届
き
ま
し
た
。
同
校
や
澤
州
県
の
雄
大
な
自

然
の
紹
介
、
常
校
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
終
盤

に
は
生
徒
に
よ
る
「
出
入
相
友
、
守
望
相
助
」（
出

典
　
孟
子·

滕
文
公
上
）
の
呼
び
か
け
シ
ー
ン
が
映

さ
れ
圧
巻
で
し
た
。

　
現
在
龍
澤
学
館
で
は
返
礼
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
撮

影
・
制
作
中
。
生
徒
か
ら
の
友
好
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
満

載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
約
一
年
間
の
留
学

生
活
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ａ（Season O

f 
Perform

ing A
rts

）
や
キ
ャ
ン
ベ
ラ
旅
行
な

ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
一
時

は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
学
校
や
外
に
出
ら

れ
ず
、
遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
こ
の
留
学
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｔ
の
原

田
房
枝
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
現
地
の
先
生

方
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
日
本
の
先
生
方
や

家
族
、
そ
し
て
同
じ
境
遇
で
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
合
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｔ
の
仲
間
達
が
支
え
て
く
れ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
留
学
で
学
ん
で
き
た
事
を
活
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生“have a go”

（
何
に
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
）
の
精
神
で
挑
戦
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
中
央
高
校
の
先
生
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
御

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

留
学
の
体
験
を
活
か
し
て
今
後
も
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
職
員
一
同
応
援
し

て
い
ま
す
！
（
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
入
試
広
報
室
）

10
月
1
日
に
１
年
Ｓ
Ｚ
コ
ー
ス
、Ｚ
コ
ー
ス

を
対
象
に
、
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
に
よ
る

「
世
界
遺
産
出
前
授
業
」が
実
施
さ
れ
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
課
題
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

岩
手
を
愛
し
誇
り
を
持
っ
た
児
童
・
生
徒

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
当
授
業
。

県
内
の
世
界
遺
産
で
あ
る
「
橋
野
鉄
鉱
山
」

に
お
け
る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生

徒
の
郷
土
の
歴
史
や
文
化
等
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
併
せ
て
、
本
県
の
世
界
遺
産
を
次

世
代
に
継
承
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
識
醸
成
を

図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
実
際
の
授
業
で
は
、
ク
イ
ズ
形
式
で
江
戸

時
代
の
盛
岡
藩
の
石
高
の
全
国
順
位
（
21
位
）

や
製
鉄
方
法
の
名
称
（
た
た
ら
製
鉄
）
な
ど

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
橋
野
鉄
鉱
山
か
ら

「
官
営
八
幡
製
鉄
所
」
へ
製
鉄
の
技
術
が
伝
承

さ
れ
、
釜
石
、
岩
手
が
日
本
の
近
代
化
に
欠

か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の

岩
手
県
の
意
外
な
先
進
性
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
授
業
終
了
後
、
代
表
生
徒
は
「
岩
手
の
文

化
遺
産
の
価
値
を
理
解
で
き
た
。
そ
れ
を
私

た
ち
が
守
っ
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
生
た
ち
は
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
世
界
に
羽
ば
た
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

世
界
遺
産
出
前
授
業
開
催

岩
手
県
知
事
・
達
増
拓
也
氏
に
よ
る

令
和
２
年
10
月
1
日

令
和
２
年
１
月
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・シ
ド
ニ
ー
へ
一
年
間
留
学
し
て
い
た
長
沼
翔
也
君（
進

学
留
学
Ｒ
コ
ー
ス
２
年
生
）が
、
令
和
２
年
12
月
５
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。
長
沼
君
の
留
学
体

験
レ
ポ
ー
ト
第
一
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
地
域
を
支
え
る
人
材
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

●
友
好
学
校
協
力
意
向
書
へ
の
調
印

●
澤
州
第
一
中
学
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
令

和
２
年
度
の
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
本
校
生
徒
と
姉
妹
校
生
徒
の
文
化

交
流
の
継
続
の
た
め
、「N

ever Stop 
Learning 

＆
こ
っ
ち
に
鯉
（
来
い
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ N
ever Stop Learning

　
世
界
各
国
の
姉
妹
校
が
コ
ロ
ナ
禍

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
時
間
差
登
校

な
ど
で
工
夫
を
し
な
が
ら
、
学
び
を

止
め
な
い
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
が
姉
妹
校
か
ら
ビ
デ
オ
で

届
い
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
一
つ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
こ
っ
ち
に
鯉

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
央
高
校
の
生

徒
が
全
28
枚
の
錦
鯉
を
作
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
世

界
五
大
陸
25
校
の
各
姉
妹
校
に
送
る
も
の
で

す
。
本
校
生
徒
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
紙
の
錦
鯉

の
下
絵
に
色
を
塗
っ
て
、
姉
妹
校
へ
手

紙
を
書
き
写
真
と
と
も
に
送
り
ま
し

た
。
姉
妹
校
側
か
ら
は
、姉
妹
校
に「
渡

航
」
し
た
コ
イ
た
ち
と
と
も
に
写
真
を

撮
っ
て
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。フ
ォ
ー

ラ
ム
に
海
外
姉
妹
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
を
招
待
で

き
る
日
が
早

く
来
る
こ
と

を
祈
っ
て
い

ま
す
。

●
交
流
の
始
ま
り

澤州県第一中学校（生徒数2,500名）より送られたビデオレター。  現在、CHUOの「返礼用ビデオレター」を鋭意制作中です。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
令

和
２

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
本
校
生
徒
と
姉
妹
校
生
徒
の
文
化

交
流
の
継
続
の
た
め
、「

Learning 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ N
ever Stop Learning

　
世
界
各
国
の
姉
妹
校
が
コ
ロ
ナ
禍

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
時
間
差
登
校

な
ど
で
工
夫
を
し
な
が
ら
、
学
び
を

止
め
な
い
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
が
姉
妹
校
か
ら
ビ
デ
オ
で

届
い
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
一
つ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
こ
っ
ち
に
鯉

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
央
高
校
の
生

徒
が
全

ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
世

界
五
大
陸

す
。
本
校
生
徒
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
紙
の
錦
鯉

の
下
絵
に
色
を
塗
っ
て
、
姉
妹
校
へ
手

紙
を
書
き
写
真
と
と
も
に
送
り
ま
し

た
。
姉
妹
校
側
か
ら
は
、姉
妹
校
に「
渡

航
」
し
た
コ
イ
た
ち
と
と
も
に
写
真
を

撮
っ
て
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。フ
ォ
ー

ラ
ム
に
海
外
姉
妹
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
を
招
待
で

き
る
日
が
早

く
来
る
こ
と

を
祈
っ
て
い

ま
す
。

CHUO国際教育フォーラム代替プロジェクト  Never Stop Learning &こっちに鯉

盛
岡
市
や
岩
手
県
は
中
国
山
西
省
と

わ
た
り
国
際
親
善
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
令
和

元
年
８
月

市
澤
州
県
の
訪
問
団
６
名
が
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
を

表
敬
訪
問
。

Ｏ
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。
常
春

燕
澤
州
県
第
一
中
学
校
長
は
大
い
に
感
動
し
て
、
盛

岡
中
央
高
校
と
の
教
育
交
流
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
高
喜
全
訪
問
団
団
長
、
千
葉
研
二
盛
岡
中

央
高
校
校
長
の
立
ち
合
う
中
、
常
春
燕
校
長
と
龍
澤

正
美
龍
澤
学
館
理
事
長
が「
友
好
学
校
協
力
意
向
書
」

に
調
印
し
、
双
方
協
力
し
教
育
交
流
を
推
進
す
る
こ

と
を
約
束
。
調
印
後
、
常
春
燕
校
長
は
「
二
校
の
交

流
を
両
校
の
生
徒
の
大
い
な
る
成
長
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
を
切
望
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
り
相
互
交
流
が

延
期
さ
れ
る
中
、
９
月

タ
ー
が
届
き
ま
し
た
。
同
校
や

然
の
紹
介
、
常
校
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
終
盤

に
は
生
徒
に
よ
る
「
出
入
相
友
、
守
望
相
助
」（
出

典
　
孟
子

さ
れ
圧
巻
で
し
た
。

　
現
在
龍
澤
学
館
で
は
返
礼
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
撮

影
・
制
作
中
。
生
徒
か
ら
の
友
好
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
満

載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
友
好
学
校
協
力
意
向
書
へ
の
調
印

●
澤
州
第

●
交
流
の
始
ま
り

26校目の姉妹校！ 中国山西省 澤州県第一中学校をフォーラムに招待へ
た く しゅう   け ん

た
く
し
ゅ
う
け
ん

第
23
回
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生
俳
句
大
賞
投
句
作
品
〈
空
蝉
や
名
残
を
惜
し
む
夕
日
影
〉
津
志
田
萌
（
２
年
Ｚ
コ
ー
ス
・
西
根
第一中
学
校
出
身
）

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
一
年
間
留
学
帰
国
第
一
報
！

盛岡中央高校／CHUO国際教育フォーラム予告 盛岡中央高校／留学生が帰郷CHUOを拠点校とした独自のWWL   （ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアムの形成へ！
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Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

第
23
回
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生
俳
句
大
賞
投
句
作
品
〈
鯉
跳
ね
て
水
面
に
音
符
生
み
に
け
り
〉
河
村
向
日
葵
（
２
年
Ｚ
コ
ー
ス
・
見
前
中
学
校
出
身
）
／
指
導
・
国
語
科
・
神  

隼
人
先
生

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

第
23
回
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生
俳
句
大
賞
投
句
作
品
〈
涙
断
つ
望
み
の
光
り
薔
薇
娘
〉
河
村
向
日
葵
（
２
年
Ｚ
コ
ー
ス
・
見
前
中
学
校
出
身
）

第２回の講師はパティシエの高橋さん
▲助言いただいた松田一子先生▲数学幾何の様子

▲学びを深める生徒たち

令和元年度 コンテストに参加した生徒たち

調べ学習（イメージ）
秋のトモノカイの様子

ロビーで英訳にチャレンジ

ロビーでいつでも閲覧できます

講義する小松先生

本
校
は
東
北
経
済
産
業
局
が
主
催
し
て

い
る
、
省
エ
ネ
政
策
提
案
型
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
ベ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
問
題
へ
の
理
解
促
進
や
省
エ

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
ま
す

東
北
経
済
産
業
局
主
催

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
話
は
、
１
学
年
生
徒
対

象
で
「
様
々
な
立
場
の
方
々
の
生
き
方
・
考

え
方
を
学
び
、
自
分
自
身
の
進
路
・
将
来
就

き
た
い
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
を
用
い
な
が

ら
リ
モ
ー
ト
型

で
実
施
し
て
い

ま
す
。
11
月
21

日
（
土
）
は
農

林
水
産
省
職
員

で
ア
メ
リ
カ
の

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
及
び
情
報
提
供
を

行
う
た
め
、
東
北
全
域
の
中
学
生
・
高
校

生
を
対
象
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
政
策
提
案
型
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

ベ
ー
ト
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
テ
ー
マ
は
「 w

ith

コ
ロ

ナ
の
た
め
の
『
新
し
い
生
活
様
式
』
を
実

践
し
、
命
と
健
康
を
守
り
な
が
ら
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
省
エ
ネ
政
策
が
効
果
的
か
」
と
い
う

内
容
で
す
。

　
令
和
３
年
１
月
10
日
開
催
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
向
け
て
、
生
徒
た
ち
は
政
策
の
考
案

や
発
表
練
習
な
ど
、
今
年
度
は
２
年
生
７

名
で
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

C
o-T
eaching
を

学
力
向
上
・
授
業
改
革
の
切
り
札
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
話
は
、
１
学
年
生
徒
対

象
で
「
様
々
な
立
場
の
方
々
の
生
き
方
・
考

１
学
年
第
1
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
話

校
に
留
学
中
の
東
京
大
学
卒
業
の
西
元
哲
生

さ
ん
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
様
々
な
質
問

に
お
答
え
頂
き
ま
し
た
。
今
の
仕
事
を
選
ん

だ
き
っ
か
け
や
、
仕
事
の
や
り
が
い
の
他
、

生
徒
か
ら
の
質
問
に
あ
っ
た
「
種
苗
法
」
に

つ
い
て
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
現
在
の
仕
事
に
就
く
ま
で
、

ま
た
、
仕
事
に
就
い
て
か
ら
も
様
々
な
こ
と

に
悩
み
、
考
え
な
が
ら
、
前
向
き
に
生
き
て

い
る
西
元
さ
ん
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
第
２
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
話
は
３
学
期
に

行
う
予
定
で
、
パ
テ
ィ
シ
エ
の
方
か
ら
お
話
を

伺
い
ま
す
。
講
師
は
北
上
市
の
ア
ト
リ
エ

kuko

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
高
橋
陽
さ
ん
で
す
。

　
本
校
で
は
年
２
回
、（
株
）
ト
モ
ノ
カ
イ
と

連
携
し
て
東
大
や
京
大
に
通
う
大
学
生
に
よ

る
学
習
メ

ン
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
２

回
目
と
な

る
「
春
の

ト
モ
ノ
カ

　
本
校
で
は
年
２
回
、（
株
）
ト
モ
ノ
カ
イ
と

連
携
し
て
東
大
や
京
大
に
通
う
大
学
生
に
よ

「
春
の
ト
モ
ノ
カ
イ
」Z
o
o
m
開
催
！

イ
で
は
、
中
学
生
に
人
生
の
「
少
し
先
」
を

歩
く
大
学
生
の
経
験
・
価
値
観
に
触
れ
て
も

ら
い
、
自
分
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

秋
の
ト
モ
ノ
カ
イ
に
引
き
続
き
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
に
よ
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
開
催
で
企
画
準
備
中
で
す
。

　
現
在
、
東
京
大
学
や
京
都
大
学
な
ど
最

難
関
大
学
に
通
っ
て
い
る
学
生
の
生
の
声
を

聞
く
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
を
創
り

出
す
き
っ
か
け
と
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

令
和
２
年
11
月
21
日

令
和
３
年
２
月
6
日

「
発
展
力
学
」
な
ど
、
何
と
全
部
で
27
講
座
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
多
種
多
様
な
講
座

の
設
定
は
「
教
科
の
学
び
」
と
い
う
「
ヨ
コ
」

の
射
程
を
広
く
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
本
校
教

師
集
団
の
「
生
徒
を
力
強
く
羽
ば
た
か
せ
た
い
」

と
い
う
意
欲
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
は
そ
れ
ら
の
講
座
か

ら
自
ら
選
ん
で
自
分
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
育
て
て
い

く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
冬
期
講
習
は
「
学
年
」
と
い
う
「
タ

テ
」
の
壁
を
取
り
払
う
と
い
う
画
期
的
な
ス
タ

イ
ル
で
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
従
来
の

英
数
の
基
礎
・
応

用
型
の
講
座
に
加

え
、「
論
理
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」「
社
会
科

動
画
制
作
演
習
」

「
日
本
語
運
用
術
」

や
欧
米
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
日
本
に
お
け
るCo-Teaching

の

第
一
人
者
の
松
田
一
子
先
生
を
助
言
者
に
お
呼

び
し
な
が
ら
、
３
学
期
よ
り
１
・
２
年
生
２
ク

ラ
ス
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
12
月
か
ら
毎
週
金
曜
日
の
数
学
の
授
業
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

C
o
-Teach

in
g

の
実
施
を
通
し
て
、生
徒

個
々
の
強
み
と
弱
み
を
見
極
め
、個
に
応
じ
た
よ

り
よ
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

教
師
集
団
の
授
業
力
向
上
の
チ
ャ
ン
ス
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Co-Teaching

と
は
、
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
同
士
が
教
育
指
導
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
ん
で
行
う
教
授
法
で
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ

Ｃ
ｏ‐

Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
と
は
、
教
育
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
同
士
が
教
育
指
導
上
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
行
う
教
授
法
で
、

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
や
欧
米
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
日
本
に
お
け
る
Ｃ
ｏ

‐
Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
の
第
一
人
者
の
松
田
一
子

先
生
を
助
言
者
に
お
呼
び
し
な
が
ら
、
３
学
期

よ
り
１
・
２
年
生
２
ク
ラ
ス
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
12
月
か
ら
毎
週
金

曜
日
の
数
学
の
授
業
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Ｃ
ｏ‐

Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
の
実
施
を
通
し

て
、生
徒
個
々
の
強
み
と
弱
み
を
見
極
め
、個
に

応
じ
た
よ
り
よ
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、教
師
集
団
の
授
業
力
向
上
の
チ
ャ

ン
ス
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲助言いただいた松田一子先生

▲学びを深める生徒たち

「
発
展
力
学
」
な
ど
、
何
と
全
部
で
27
講
座
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
多
種
多
様
な
講
座

今
年
度
の
冬
期
講
習
は
「
学
年
」
と
い
う
「
タ

テ
」
の
壁
を
取
り
払
う
と
い
う
画
期
的
な
ス
タ

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
体
的
に
学
ぶ
力
を
育
て
る
ア
ラ
カ
ル
ト
式
冬
期
講
習
実
施
！

盛
岡
中
央
高
等
学
校
附
属
中
学
校
で
は
、

３
年
間
の
探
究
学
習
の
集
大
成
と
し
て
、

各
自
が
興
味

を
持
っ
て
い

る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
「
調
べ
学

習
」
を
行
い
、

卒
業
研
究
論

文
を
作
成
し

ま
す
。
調
べ
て

「
卒
論
発
表
会
」Com

ing Soon!   
  

令
和
３
年
３
月
６
日

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
や
課
題
に
気
づ

く
生
徒
も
多
く
、
論
文
を
書
い
て
い
く
過

程
で
自
分
の
考
え
や
見
方
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
発
表
会
で

は
、
司
会
や
計
時
係
と
い
っ
た
役
割
を
２

年
生
が
行
い
、
３
年
生
の
発
表
を
支
え
て

も
ら
う
予
定
で
す
。

　
約
１
年
か
け
て
探
究
し
て
き
た
卒
業
論

文
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

に
し
も
と
て
つ
お

た
か
は
し
あ
き
ら

東
京
海
洋
大

学
教
授
の
小
松

俊
明
先
生
に
よ

る“A
cadem

ic
Lectu

re”

は
、

主
に
世
界
で
起

き
て
い
る
問
題

を
テ
ー
マ
と
し

て
全
４
回
で
行

わ
れ
、
12
月
５

日（
土
）に
最
終

第２回の講師はパティシエの高橋さん

大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン

kuko

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

東
京
海
洋
大

学
教
授
の
小
松

Academ
ic
Lectureフ
ァ
イ
ナ
ル
開
催

回
を
迎
え
ま
し
た
。
最
終
回
を
終
え
た
の
ち
、

生
徒
か
ら
は
「
対
話
形
式
で
進
む
授
業
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
教
科
の
授
業
以
外
の
大

切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

小
松
先
生
の
講
義
は
生
徒
と
の
対
話
形

式
で
行
わ
れ
ま
す
。
積
極
的
に
発
言
を
す
る

中
で
、
生
徒
一
人
一
人
に
「
気
づ
き
」
が
生

ま
れ
、
全
体
の
学
び
が
深
ま
る
こ
と
を
学
習

し
ま
し
た
。

令
和
２
年
12
月
５
日

　
ロ
ビ
ー
に
読
売
新
聞
社
か
ら
英
字
新
聞
が

毎
日
届
き
ま
す
。
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
英
語

で
読
め
る
日
刊
の
英
字
新
聞
で
す
。

　
日
本
で
の
出
来
事
を
記
事
に
扱
っ
て
い
る

た
め
、
全
て
の
英
文
を
理
解
す
る
こ
と
は
難

秋のトモノカイの様子

ト
モ
ノ
カ

出
す
き
っ
か
け
と
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
ロ
ビ
ー
に
読
売
新
聞
社
か
ら
英
字
新
聞
が

毎
日
届
き
ま
す
。
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
英
語

「
The
Japan
N
ew
s」で
英
語
の
感
性
を
磨
こ
う
！

し
い
の
で
す
が
、Lead

（
リ
ー
ド
）
を
読
む

だ
け
で
、
大
ま
か
に
内
容
を
理
解
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
こ
の
リ
ー
ド
に
「5W

1H

」

の
ほ
ぼ
全
て
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

英
字
新
聞
のH

eadline

（
見
出
し
）
は
通

常
の
英
文
法
ル
ー
ル
と
異
な

る
書
き
方
を
し
て
い
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
英
語
科
か
ら
は
新
聞
を
利

用
し
て
翻
訳
し
て
み
よ
う
と

ロ
ビ
ー
で
問
題
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ニ
ュ
ー
ス
の

英
訳
に
挑
戦
し
て
英
語
の
感

性
を
磨
き
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
達
の
深
い
学
び
を
求
め
て
、
よ
り
よ
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
を
模
索
し
続
け
る

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
附
中
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

盛岡中央高校附属中学校／トピックス盛岡中央高校附属中学校／ニュース CHUOを拠点校とした独自のWWL   （ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアムの形成へ！
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CH
U
O

CH
U
O

CH
U
O
TOPICS

CH
U
O

CH
U
O

CH
U
O
TOPICS

●
編
集
・
発
行
／
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
入
試
広
報
課
　
●
発
行
日
／
令
和
３
年
1
月
12
日
　
●
お
問
い
合
わ
せ
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
９ｰ
６
４
１ｰ

０
４
５
８

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w
.chuo-hs.jp

●
Ｅ
メ
ー
ル
／info@

chuo-hs.jp
2021

新
春
号

CH
U
O

CH
U
O

CH
U
O
TOPICS
TOPICS
TOPICS
TOPICS
TOPICS
TOPICS

●
編
集
・
発
行
／

編
集
・
発
行
／

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2021
新
春
号

新
春
号

2021
新
春
号

●SZコース
鎌田  朋乃加（岩大附属中出身）
●SZコース
鎌田  朋乃加（岩大附属中出身）
東京学芸大学教育学部合格東京学芸大学教育学部合格

●Zコース
工藤  ひかる（西根中出身）
●Zコース
工藤  ひかる（西根中出身）
東京都立大学
健康福祉学部合格
東京都立大学
健康福祉学部合格

●Zコース
石母田  鈴（胆沢中出身）
津田塾大学学芸学部合格

●Zコース
石母田  鈴（胆沢中出身）
津田塾大学学芸学部合格津田塾大学学芸学部合格津田塾大学学芸学部合格

●SZコース
大原  雄（下小路中出身）
●SZコース
大原  雄（下小路中出身）
同志社大学政策学部合格同志社大学政策学部合格

●Aコース
佐々木 昂大（北陵中出身）
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●Aコース
佐々木 昂大（北陵中出身）
岩手県立大学
ソフトウェア情報学部合格
岩手県立大学
ソフトウェア情報学部合格

中学生の皆さん、私は東京
にある国立大学で大学生が

国際的な視野を身につけるための
支援をしています。実際、若いうちに海外との交流
やグローバルな社会問題を理解することで国際的な
視野を身につけることは、皆さんの将来に大きな影
響をもたらします。私は、これまで長いこと全国の
中学や高校に訪問して国際理解教育の支援をしてき
ました。その中で「岩手県盛岡市には本気で国際交
流をしている学校がある」ことを知り、自分の目で
確かめるためにCHUO国際教育フォーラムに参加し
ました。その結果、「この学校で学ぶ生徒は将来、日
本を支える国際人材に育つはずだ」と確信し、それ
以来 5 年間、毎年盛岡に年10回程度通いつめて、盛
岡中央高校及び附属中学校で特別授業を行っていま
す。今では盛岡が第二の故郷と私は感じています。
　盛岡人の印象は「控えめでおとなしいが、芯が強
い人物が多い」というものでした。それが盛岡中央

盛岡中央 附属中学校高等学校

〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ 4-26-8 TEL.019-641-0505 FAX.019-641-5534

E-mail: info@chuo-jhs.jp

盛岡中央高等学校
〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ 4-26-1 TEL.019-641-0458 FAX.019-641-5533

E-mail:nyushi@chuo-hs.jp

盛岡中央高校附属中学校 検　索

http://www.chuo-jhs.jp
CHUOの最新情報はホームページから

盛岡中央高校 検　索

http://www.chuo-hs.jp
CHUOの最新情報はホームページから

CHUOCHUO盛岡中央高等学校盛岡中央高等学校
岩手県盛岡市みたけ４丁目26－1岩手県盛岡市みたけ４丁目26－1
TEL 019-641-0458TEL 019-641-0458 http://www.chuo-hs.jphttp://www.chuo-hs.jp

TOPICS
盛岡中央高等学校附属中学校盛岡中央高等学校附属中学校
岩手県盛岡市みたけ４丁目26－8岩手県盛岡市みたけ４丁目26－8
TEL 019-641-0505TEL 019-641-0505 http://www.chuo-jhs.jphttp://www.chuo-jhs.jp
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新たな社会をリードするCHUO生たち！
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新たな社会をリードするCHUO生たち！

国公立大学17名　　私立大学48名国公立大学17名　　私立大学48名
東京学芸大学（１名）・東京都立大学（１名）
富山大学（１名）・岩手大学（8名）
岩手県立大学（6名） 

東京学芸大学（１名）・東京都立大学（１名）
富山大学（１名）・岩手大学（8名）
岩手県立大学（6名） 

慶応義塾大学（１名）・同志社大学（１名）
津田塾大学（１名）・駒澤大学（１名）
神田外語大学（2名）・東京農業大学（2名）ほか

慶応義塾大学（１名）・同志社大学（１名）
津田塾大学（１名）・駒澤大学（１名）
神田外語大学（2名）・東京農業大学（2名）ほか

Society 5.0に向かって確かな一歩！Society 5.0に向かって確かな一歩！
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中学校HP高校HP Facebook

〈小学4・5・6年生、中学生の皆さんへ〉〈小学4・5・6年生、中学生の皆さんへ〉

with コロナ時代を、よりたくましく！with コロナ時代を、よりたくましく！
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十代から国際感覚が身につく学び舎
東京海洋大学グローバル教育研究推進機構 教授
CHUO Academic Lecture 講師（5年目） 小松  俊明 先生

高校・附属中学校で生徒たちと接するようになって
から、私の盛岡人への印象は変わってきています。
なぜなら、私が接する生徒たちは全国の中学生や高
校生と比べても多くの国際交流を経験しているせい
か自信に満ちており、自分の意見もしっかりと言え
ます。それは、多様化する社会の価値観や国際人と
しての物の見方を自然と受け入れていることが原因
です。これは学校独自の国際的な学校文化の影響だ
と私は考えています。多感な十代の中高生が毎日を
過ごす環境は人格形成においてとても大切ですから、
盛岡に全国レベルで見ても優れた国際的な学校があ
ることは、岩手県盛岡市やその周辺に住む皆さんに
とってとても運がいいことです。進学成績がいい学
校なら全国どこに行っても多数ありますが、「十代か
ら国際感覚が身につく学び舎」は全国でもその数が
限られています。皆さん、これからも私は盛岡に通
いますので、もしご縁があったら是非盛岡中央高校・
附属中学校でお会いしましょう。

国際的な視野を身につけるための
支援をしています。実際、若いうちに海外との交流
やグローバルな社会問題を理解することで国際的な
視野を身につけることは、皆さんの将来に大きな影
響をもたらします。私は、これまで長いこと全国の

●祝合格！志望大学合格の朗報  令和２年度 大学入試合格速報・続々判明中！
●オーストラリア一年間留学 帰国第一報！／世界遺産出前授業 開催
●中国山西省澤州県第一中学校との交流／Never Stop Learning &こっちに鯉
●Co-Teachingを学力向上・授業改革の切り札に／アラカルト式冬季講習 実施！
●パブリック・ディベートコンテストに参加します／「卒論発表会」 Coming Soon!
●１学年 第 1回キャリア教育講話／Academic Lectureファイナル開催
●「春のトモノカイ」Zoom開催！／「The Japan News」で英語の感性を磨こう！
●小・中学生、保護者の皆さんへ メッセージ
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●オーストラリア一年間留学 帰国第一報！／世界遺産出前授業 開催
●中国山西省澤州県第一中学校との交流／Never Stop Learning &こっちに鯉
●Co-Teachingを学力向上・授業改革の切り札に／アラカルト式冬季講習 実施！
●パブリック・ディベートコンテストに参加します／「卒論発表会」 Coming Soon!
●１学年 第 1回キャリア教育講話／Academic Lectureファイナル開催
●「春のトモノカイ」Zoom開催！／「The Japan News」で英語の感性を磨こう！
●小・中学生、保護者の皆さんへ メッセージ

第21回CHUO国際教育フォーラムの様子
2019年8月31日／盛岡市民文化ホール
（マリオス）にて

第21回CHUO国際教育フォーラムの様子
2019年8月31日／盛岡市民文化ホール
（マリオス）にて

小･中学生、保護者の皆さんへメッセージ

こ数年、中高一貫教育に注
目が集まっています。その

一因に、中高一貫校の大学進学実
績の躍進が上げられるでしょう。なぜ進学実績が向上
しているのでしょうか?その理由のひとつに教育課程の
編成があります。生徒の進学希望に合わせた６カ年を
見据えた授業計画が立てられるということです。また、
６年を２年毎に分け、中１と中２、中３と高１、高２と
高３をセットにして授業を計画することも可能です。教
科によっては柔軟な計画のもと成果を上げられるという
利点もあります。二つ目は進路指導があります。中学１
年次からキャリア教育の充実が図れます。将来の生き
方、あり方、職業観を指導することにより各自の進路
に必要な大学等、目標を明確にすることができます。
私は、中１の入学時から６年間の進路指導にカルテ方
式を導入しました。従来の担任中心の進路指導に頼る
ことなく、進路指導センターで科学的、客観的に生徒
を指導するようにして成果を上げることができました。

中高一貫6カ年教育のメリット
CHUO特別教育顧問 佐藤  光一 先生

これも中高一貫校の利点と思います。このように、生
徒の進路実現に向けた指導に中高一貫校のメリットが
あります。また、生徒指導においても大きな成果が期
待できます。中学は「しつけ重視」高校は「教科重視」
になる傾向の教員の指導を発達段階に応じて学校全体
で指導できることです。特に中３と高１の接続の難しい
時期を丁寧に指導できます。さらに、中学生時代に部
活動、学校行事等をとおして高校生の実力を近くで体
感ができることは、中高一貫校の最も大きなメリットと
いって良いでしょう。

プロフィール／岩手県大船渡市出身。岩手県立一関第一高校卒
業、東京教育大学体育学部武道学科卒業。教育界に入り、東京都
立駒場高校、小石川高校教諭を経て深川高校教頭、墨田川高校校
長などを歴任。二松学舎大学特任教授、私立埼玉栄中学高等学校
校長などを経て、2021年１月に本校特別教育顧問就任。これまで
の主な役職として、東京都高体連会長、全国高体連副会長、文部科
学省中央教育審議会委員（青少年スポーツ分科会・安全部会）、経
済同友会教育アドバイザー、全日本柔道連盟国際委員（柔道６段）。
東京都板橋区在住。世界の教育事情（ハワイ、欧米など）に明るい。

一因に、中高一貫校の大学進学実
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